
はじめに

　本書は、子供が自分から楽しみながら、学校生活や授業についてど
んどん取り組みたくなるゲームやシステムを紹介する本です。
　そして、そのことによって、学級の力を育てていくための本です。

　皆さんは「学級経営」という言葉にどのようなイメージをもってい
ますか？

　若年教員だった頃の私は、

「すごい先生がいて、語る言葉がすごいんだよな」
「子供の指導の瞬間を見逃さずに、心に刺さる指導をするんだよな」

なんていうイメージをもっていました。

　しかし、それは半分間違いでした。
　半分というのは、もちろんそういった「言葉」や「タイミング」を武
器にすることは大切であるという意味です。では、残りの半分はなん
でしょう。

　それは、「学級の力」です。先に述べた言葉やタイミングはおおよそ、
教師自身のスキルやセンスによるものです。教師の力量が高ければ、
学級を導くことができるでしょう。しかし、逆を言えば、その力量が
なければ、学級経営上のたくさんのトラブルに巻き込まれていきます。　　
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　一方、「学級」自身が力をつけていけば、自ずと学級の経営はうま
くいくようになります。これは、特別活動などでよく聞く「自己指導
能力」に関係してくるものでもあります。実は、「学級の力」を高める
ことはそう難しいことではありません。

　若い頃の私が思っていたように、経験を積まないと「学級の力」を
育てられないわけではありません。逆に、経験を積めば「学級の力」
が育てられるわけでもありません。

　そのヒントが「システム」と「ゲーム」にあると考えています。

　本書には、学校生活の中で想定されるトラブルや困りごとに、この
「システム」と「ゲーム」を用いて「学級の力」を高める方法が書かれて
います。

　ぜひ、先生方の学級と照らし合わせながら読んでいただき、みんな
がハッピーになる学級をつくっていただければと思います。

　2024年３月
渡邉 駿嗣
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全てにおいてハンドサインを徹底
　列に並べずにしゃべってしまう原因に、「自分の場所がわからない」
ことと「指示が通っていない」ことが挙げられます。そこで、年間を
通して並び方を固定するとともに、自分固有の番号（出席番号など）
を割り振っておきます。その番号を指で表して並ぶことで、「○○君
ここだよ！」などと声を発する必要がなくなります。同じように教師
からの指示もハンドサインで出すことで、静かな状態が当たり前の環
境をつくることができます。

小さな声かけでうまくいく
　静かに並べるかどうかは、教室を出るときから始まっています。ま
ず、出る前に教室全体を落ち着かせ、その後に落ち着いた声で指示を
出しましょう。ここで、大きな声で指示を出してしまうと子供たちは
興奮状態になるので、できるだけトーンを落として声かけをするよう
に心がけましょう。

移動教室のとき静かに並べるようになる！

黙ってハンドサイン

 「廊下に並びましょう！」「ザワザワ……」をなくしたい！
　体育館に音楽室、理科室に図工室。学校の中にはたくさんの特別教室が
あります。学級ごとに整列してそこに移動して、学習が始まるのですが、
なかなか静かに並べない。隣の学級ではもう授業始まっているし、申し訳
ない……なんてことをなくしたい！

26

 ● ２列になったり４列になったりするときもこのハンドサイ
ンは使えます。手だけで子供とコミュニケーションがとれ
る優れものです。

どこに行くにも
「黙ってハンドサイン」

教師と子供の間でそのサインの意味を共有しておけば、さまざまな並
び方にも対応することができます。

❶ 落ち着いたトーンで指示を出す。
❷ 自分の番号を手で示し並ぶ。
❸ 並んでいるときは教師もハンドサインで指示を出す。

あらかじめハンドサインを子どもと共有しておく。
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教室に「無料貸し出しボックス」を設置する
　鉛筆や消しゴムなどの筆記用具に関しては、教室の一角に「無料貸
し出しボックス」を設置します。そうすることで、子供たちは、自分
が忘れたものをそこから借りて使用することができます。使ったら鉛
筆は鉛筆削りでとがらせて元の場所に返してもらうようにしておきま
す。図工の材料などは学級費であらかじめ多めに購入しておいて、必
要なものを言ってからもらうシステムにしておけば、安心です。
　タブレット端末など１人１台しかないものに関しては貸してあげら
れないものもありますが、多くのものがこのシステムで解消できます。

順番を意識することでうまくいく
　教師に報告してから借りることを徹底します。教室で借りることが
できるからと安心してしまうと本質的な解決にはなりません。どうし
て忘れたのか。次どうすれば忘れないかなどを子供と共有することで、
「次から気をつけよう」となり、必然的に忘れ物は減っていきます。

忘れ物で学びがストップすることがなくなる！

レンタルシステム

 「消しゴムなくしました」「ノート忘れました」を撲滅！
　１日に５、６時間の学習がある子供たち。そんな中で忘れ物をしてしま
うことなんて珍しくありません。そのたびに、対応に追われ、学びが滞る
ことは本来避けたいものです。
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 ● あえて、回数券などを発行して、１か月に借りることがで
きる回数を制限することで、忘れ物を減らすという方法も
あります。

忘れ物が多い子も安心！
「レンタルシステム」

学校生活に必要なものは、忘れたときに教室に設置された「無料貸し
出しボックス」から使うことができるシステムです。

❶ 教師に忘れたものを報告する。
❷ 「無料貸し出しボックス」からものを借りる。
❸ 元の場所に返却する。
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 来た人から始める「ウォーミングアップ」
　「誰も損はしない」、だけど、「いる人は得をする」という構図が一番
望ましいと考えました。そこで、学習に関するウォーミングアップを
先に来た人から始めてよいというシステムを導入します。体育であれ
ば、準備運動を済ませておけば、すぐに学習に入れますよね。図工だっ
たら、絵の具を出したり、混色を作ったりしておけば、すぐに活動に
入れますよね。「ウォーミングアップシステム」を入れておけば、早く
来た子供たちは損をすることなく他の友達を待つことができます。

やってよいことを決めてうまくいく
　どこまでしておいてよいのかを明確に指示しておきましょう。特に
体育は、教師の目が届かない場所での活動を行わないことや、図工で
は刃物などの準備は後にするなどの指示が必要です。

 着替えや忘れ物で学習が始まらない
　「○○君がまだ教室で着替えています！」「教室に絵の具を忘れてきまし
た！」。そんなこんなで、学習が始められないなんてことありませんか？　
さすがに、学習を始めるわけにはいきませんが、準備ができている子供か
らすると待ちの時間が長いですよね……。誰も損をしないシステムがあっ
たらいいのになーと考えてみました。

タイムラグで学びが止まることを防ぐ！

先取りウォーミングアップ
システム
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● 早くしたほうが「得」であることを常々伝えておくとよいで
しょう。学級全体に伝播すれば、全ての行動が早くなります。

先に来たほうが得をする！
「先取りウォーミングアップシステム」

２時間目の体育は、体育館でバスケットボールを行い
ます。先に体育館についた人は、準備運動が終わった
ら、シュート練習をしていてよいですよ。

よし！　早く行って、シュート練習をしよう！

しまった！　朝来るのが遅かったから、体操服に着替
えてないや！　急いで着替えよう！
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